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近傍宇宙では、銀河中心の超巨大ブラックホール質量MBHとその母銀河のバルジ質量Mbulgeとの間に強い相
関があり、両者が共進化してきたことを示唆する観測結果が多数得られている (e.g. Marconi & Hunt 2003)。一
方、複数の理論モデルでは、MBH/Mbulge比の異なる赤方偏移進化が予言されており、特に高赤方偏移ほどモデ
ル間の差は大きくなる。これらのモデルに対し観測的に制限を与える事は、ブラックホールと銀河の進化におい
て鍵となるメカニズムを特定する上で重要であり、そのためには赤方偏移 3以上の天体について観測を行う必要
がある。しかしながらこれまでのブラックホール・バルジ関係の観測的研究は、主に赤方偏移が 2以下の観測し
か行われておらず、赤方偏移進化の理論モデルについて強い制限は与えられていない。
そこで我々は、SDSSクエーサーサンプルの中から赤方偏移 3.11-3.50の天体を選び出し、これらに対して近赤外

線分光観測によるブラックホール質量の導出とAO撮像観測によるバルジ質量の導出を行い、提唱されている理論
モデルに対して観測的に制限を与えたいと考えている。これまでに、WHT/LIRIS、IRTF/SpeX、UKIRT/UIST
を用いて分光観測を行い、我々のサンプルのうち明るい天体についてはほぼ (26天体)分光観測が終了している。
本講演では、我々の戦略の詳細について紹介すると共に、分光データが得られている天体について、Hβ 輝線と
5100Å連続光を用いた、現在最も信頼できる方法で導出したMBHの分布や、他の輝線 (CIV,MgII)から求められ
たMBH との比較について議論する。


